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（
一
）
経
済
政
策
の
窮
極
原
則
乃
至
窮
極
目
的
は
、
敢
大
意
の
社
会
的
生
産
物
の
達
成
と
云
う
事
に
在
る
の
で
あ
っ
丁
、
最
小
の
労
費
を
以
っ
て
最
大
の
効
果
を
収
む
べ
L
と
す
る
所
謂
経
済
原
則
も
畢
寛
政
大
患
原
則
に
統
合
せ
ら
れ
得
る
も
め
で
あ
る
。
二
拙
著
「
経
済
政
策
的
租
税
の
原
現
」
五
四
七
芸
下
参
照
）
此
の
故
大
貴
原
則
は
純
然
た
る
経
済
学
よ
り
誘
導
せ
ら
れ
来
宗
霊
で
あ
る
。
然
し
斯
る
経
済
原
経
営
と
経
治
則
に
追
随
す
る
事
に
依
ク
て
、
例
へ
ば
労
働
者
の
生
活
状
態
の
甚
し
さ
低
下
が
溺
ら
さ
れ
、
社
会
全
体
の
円
満
な
る
発
達
が
阻
害
せ
ら
る
L
の
一
結
果
の
生
宇
る
恐
あ
り
と
す
れ
ば
、
か
t
A
る
結
果
は
出
来
る
丈
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
の
如
き
価
値
批
判
は
経
済
政
策
の
窮
極
原
則
よ
り
は
生
じ
得
怠
い
。
故
に
経
済
政
策
ω目
的
設
定
に
は
、
経
・
済
と
は
別
個
の
他
の
諸
般
の
社
会
関
係
を
も
考
慮
に
入
れ
て
共
の
円
満
な
る
内
容
を
求
め
ね
ば
な
ら
な
い
事
と
な
る
。
そ
乙
で
経
済
政
策
に
は
自
ら
こ
つ
の
価
値
批
判
が
必
要
と
な
る
。
則
ち
経
済
政
策
に
必
然
的
に
伴
ム
所
の
社
会
的
生
産
物
の
技
大
量
と
一
式
ふ
見
地
と
、
K
の
見
地
に
依
っ
て
社
会
関
係
を
危
殆
に
陥
入
ら
し
め
で
は
怒
ら
な
い
と
云
う
見
地
が
是
で
あ
る
口
前
者
は
経
済
学
の
原
理
か
ら
出
発
す
る
純
粋
に
経
済
的
な
経
済
政
策
で
あ
る
が
後
者
は
政
治
学
の
原
理
か
ら
出
発
す
る
政
治
的
た
経
済
政
策
で
あ
る
。
、
、
経
済
政
策
に
は
右
の
ニ
ク
の
目
的
、
別
ち
経
済
目
的
と
政
治
目
的
と
が
相
混
浴
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ク
て
、
経
済
的
現
匁
の
中
で
も
、
経
済
的
意
義
の
大
た
る
も
の
と
、
政
治
的
意
義
の
夫
、
な
る
も
の
と
が
あ
る
為
に
、
経
済
政
策
も
共
の
種
類
に
依
ク
て
、
経
済
的
批
判
の
工
り
重
要
た
も
の
が
あ
り
、
政
治
的
批
判
の
工
り
重
要
な
も
の
が
あ
る
訳
で
あ
る
。
例
へ
ば
鉄
道
の
敷
設
、
海
運
の
補
助
と
云
ふ
様
な
交
通
政
策
に
於
て
は
、
経
済
的
意
義
と
政
治
的
意
義
と
が
同
程
度
に
存
し
、
保
険
も
亦
経
済
的
目
的
と
社
会
政
策
的
目
的
と
ご
っ
の
目
的
を
併
有
す
る
。
労
働
問
題
は
経
済
政
策
的
色
彩
よ
り
も
政
治
政
策
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
-
、
貿
易
又
は
関
税
政
策
は
殆
ん
ど
凡
て
経
済
目
的
の
為
に
行
は
る
ふ
も
の
で
あ
っ
て
、
政
治
目
的
の
為
に
行
は
る
L
事
は
稀
で
あ
る
。
+
訟
に
於
て
経
済
学
に
於
け
る
経
済
政
策
と
、
政
治
学
に
於
け
る
経
済
政
策
と
の
八
γ
野
が
生
守
る
。
前
者
に
於
て
は
経
済
生
活
の
内
容
充
実
が
問
題
と
せ
ら
れ
、
物
野
、
の
皇
官
又
は
欠
乏
と
一
式
う
見
地
か
ら
考
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
後
者
に
於
て
は
常
に
経
済
生
話
に
が
、
け
る
公
正
な
る
事
態
の
促
進
が
問
題
と
せ
ら
れ
、
社
会
正
義
と
云
ふ
見
地
か
ら
考
察
せ
ら
れ
る
口
本
稿
に
於
て
以
下
経
済
政
策
と
云
う
の
は
、
後
者
の
意
義
に
於
け
る
経
済
政
策
、
則
ち
政
治
的
目
的
を
有
す
る
経
済
政
策
を
一
式
ふ
も
の
と
諒
承
せ
ら
れ
度
い
。
(
註
)
註
、
経
済
政
策
に
斯
る
二
つ
の
分
野
の
存
す
る
事
は
、
今
中
救
援
の
夙
に
明
か
に
せ
ら
れ
た
所
で
あ
る
。
(
小
野
塚
教
援
在
聡
廿
五
年
記
念
、
政
治
学
研
究
第
一
巻
所
哉
、
同
教
授
論
文
「
政
治
学
に
於
け
る
経
済
政
策
の
概
念
」
)
口
然
ら
ば
斯
る
区
分
を
行
ふ
事
は
、
突
際
に
於
て
可
能
で
あ
る
か
?
、
同
教
授
は
之
を
明
か
に
し
て
臼
く
「
例
へ
ば
、
自
由
主
義
経
済
組
織
の
下
に
於
い
て
、
供
給
少
く
し
て
需
.
畏
多
け
れ
ば
、
物
価
は
昂
騰
す
る
。
故
に
現
在
の
物
価
を
低
下
せ
し
め
ん
と
す
る
経
済
政
策
は
、
供
給
を
増
加
す
る
に
あ
る
、
と
一
式
う
が
如
き
は
決
し
て
政
治
政
策
に
非
ず
し
て
経
済
政
慌
で
あ
る
ロ
然
し
乍
ら
か
く
の
如
き
自
由
主
義
の
政
策
は
よ
ろ
し
か
ら
ざ
る
が
故
に
、
供
給
を
徒
ら
に
制
限
し
て
、
物
価
を
つ
り
あ
げ
ん
と
す
る
好
商
を
取
締
り
、
社
会
生
活
を
維
持
せ
ん
と
す
る
は
、
既
に
経
済
学
的
経
済
政
策
で
は
な
い
D
何
ん
と
な
れ
ば
、
前
者
は
最
小
の
労
力
に
よ
り
て
、
最
大
の
取
得
を
牧
め
ん
と
す
る
経
済
学
上
の
主
旨
に
も
と
.
つ
い
て
政
策
が
運
用
さ
れ
て
居
る
が
、
後
者
に
於
い
て
は
、
社
会
の
或
る
不
公
正
な
る
状
態
を
改
善
せ
ん
と
す
る
、
経
済
的
-
除
湿
よ
り
も
別
の
担
念
に
も
と
づ
い
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(
前
掲
論
文
、
、
四
O
七
i
入
頁
M
と口
那
須
博
士
は
経
済
政
策
の
根
底
は
社
会
理
想
に
在
り
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
(
那
須
崎
氏
著
「
経
済
政
策
学
原
理
」
三
八
頁
以
下
)
、
乙
れ
は
経
済
政
策
の
価
値
批
判
に
於
て
二
つ
の
区
分
を
行
は
や
ノ
し
て
、
専
ら
北
〈
の
政
治
目
的
の
み
を
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。
査
し
謂
ふ
所
の
社
会
理
想
は
華
完
政
治
目
的
に
外
友
ら
な
い
。
・
'
‘
・
本
稿
は
経
済
学
と
経
済
政
策
と
の
任
務
と
目
的
設
定
と
に
於
け
る
差
異
を
考
察
す
る
の
を
目
的
と
す
る
口
従
て
政
策
は
時
寸
た
り
得
る
や
叉
学
た
る
べ
き
か
、
と
一
式
う
事
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
又
経
済
学
と
経
済
政
策
と
に
与
へ
ら
れ
た
る
任
務
如
何
を
詳
細
に
論
議
し
よ
う
と
も
忠
は
た
い
。
只
此
処
に
は
経
済
学
と
経
済
政
策
と
の
限
界
と
技
触
点
と
を
明
か
に
し
、
以
て
双
方
の
領
域
を
指
示
じ
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
従
て
本
稿
に
於
て
は
、
特
に
、
如
何
怠
る
程
度
に
於
て
経
済
政
策
は
経
済
学
に
依
存
す
べ
き
で
あ
る
か
、
経
済
学
は
経
済
政
策
に
対
し
て
共
'
の
行
動
の
基
準
を
規
定
す
べ
き
で
あ
る
か
、
と
云
う
様
な
問
題
を
取
扱
う
も
の
で
あ
る
口
右
の
問
題
に
関
す
る
論
争
は
常
に
繰
返
さ
れ
来
ク
た
も
の
で
あ
ク
て
、
決
し
て
新
な
る
も
の
で
は
な
い
口
国
民
経
済
学
に
於
け
る
価
値
判
断
論
争
、
従
て
経
済
学
は
政
治
的
括
劫
を
対
照
と
な
し
得
る
や
、
'
そ
し
て
之
を
批
判
し
得
る
や
に
関
す
る
論
争
は
、
周
知
の
如
く
、
一
九
O
九
年
社
会
政
策
学
会
ウ
A
l
l
y
大
会
に
於
て
行
は
れ
、
・
主
と
し
て
シ
ユ
モ
一
フ
1
の
率
ひ
る
歴
史
学
派
の
誤
認
、
則
ち
社
会
政
策
上
の
要
誌
を
学
問
的
に
主
張
す
る
事
は
経
済
学
研
究
の
任
務
で
あ
る
と
す
る
誤
謬
に
基
い
た
も
の
で
あ
ク
た
口
右
の
シ
ユ
モ
一
ブ
1
の
考
方
に
対
し
て
は
、
特
に
ゾ
γ
パ
ル
ト
や
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
1
パ
ー
が
反
対
し
た
口
就
中
、
マ
ッ
ク
ス
・
す
エ
1
パ
1
は
、
学
問
の
任
務
は
客
観
的
認
識
の
獲
得
に
在
ク
て
、
其
の
他
の
倫
理
的
価
値
判
断
に
方
向
付
け
ら
る
べ
き
で
は
な
い
事
を
主
張
す
る
口
ゾ
γ
パ
ル
ト
も
亦
強
調
す
る
様
に
、
若
し
倫
理
的
価
値
判
断
を
加
え
る
と
す
れ
ば
、
学
問
の
任
務
を
果
た
す
事
が
不
可
能
で
あ
る
と
一
氏
ふ
に
在
る
。
近
代
に
於
て
は
、
特
に
シ
ユ
パ
シ
並
に
其
の
継
承
者
は
、
学
問
の
任
務
を
、
現
実
が
如
何
に
在
る
か
、
従
て
如
何
に
経
験
す
る
か
を
学
格
治
学
と
付
川
市
政
策
経
営
と
経
済
ぷ
に
止
ま
ら
守
、
現
実
が
如
何
に
在
る
可
き
か
の
基
準
を
定
め
る
事
、
従
て
政
策
的
要
請
を
定
め
る
事
K
在
り
と
な
す
に
至
っ
た
ロ
「
在
る
可
き
も
の
」
(
3
P
E
a
p
pロ
E)
は
「
十
代
る
も
の
」
(
3
F
Z
E
)
が
完
全
に
認
識
せ
ら
れ
た
る
後
始
め
て
決
定
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
斯
る
政
策
的
要
請
は
不
可
能
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
此
の
事
は
、
此
処
に
は
忘
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
四
〈
一
一
〉
経
済
学
と
経
済
政
策
と
の
相
互
依
存
に
関
す
る
右
の
問
題
は
、
最
近
に
於
て
は
、
主
と
し
て
ナ
チ
ス
に
依
っ
て
主
張
せ
ら
れ
た
所
の
、
政
治
の
経
済
に
対
す
る
侵
位
と
一
式
う
要
求
に
帰
せ
ら
れ
た
。
(
註
)
。
政
治
家
は
其
の
活
動
に
於
て
、
常
に
国
民
全
体
の
利
益
に
依
つ
て
の
み
専
か
る
可
き
で
あ
っ
て
、
、
特
殊
の
利
治
特
に
経
済
的
性
質
を
有
す
る
特
殊
の
利
益
に
動
か
さ
れ
て
は
な
ら
た
い
と
一
広
う
事
は
勿
論
で
あ
っ
て
、
特
に
政
治
家
の
活
動
が
経
済
的
作
用
を
有
す
る
場
合
に
於
て
は
、
此
の
経
済
的
作
用
に
依
ク
て
、
全
政
治
の
目
棋
が
夫
は
れ
る
様
に
な
ク
て
は
な
ら
な
い
。
弛
方
に
於
て
、
共
の
活
動
が
経
済
的
手
段
を
制
約
す
る
限
り
、
政
治
的
活
動
と
雌
「
経
済
的
に
」
デ
ミ
玉
三
E
F
F
r
J
、
則
ち
相
対
的
最
大
利
用
の
原
則
又
は
相
対
的
設
小
費
用
の
原
則
に
従
ク
て
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
註
、
ナ
チ
ス
の
世
界
観
に
於
て
は
、
政
治
が
前
面
に
表
出
し
、
経
済
に
止
ま
ら
ず
全
文
佑
の
危
機
は
、
政
治
的
行
動
に
依
っ
て
克
服
せ
ら
る
L
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
精
神
の
自
由
や
文
化
の
創
造
が
志
さ
れ
て
い
る
と
ぷ
云
え
、
之
を
宍
相
似
す
る
今
も
爪
V
，
は
政
治
的
権
力
で
あ
る
か
ら
、
精
神
的
内
面
性
の
独
立
性
と
文
化
の
自
律
性
と
は
失
は
れ
る
で
あ
ろ
う
D
斯
る
政
治
の
経
済
乃
至
文
化
に
対
す
る
恒
位
性
は
、
ナ
チ
ス
世
界
観
の
本
質
よ
り
必
然
的
に
生
ず
る
帰
結
で
あ
っ
て
、
た
い
A
単
に
第
一
次
大
戦
後
過
渡
的
手
段
と
し
て
採
ら
れ
た
態
度
と
見
る
可
き
も
の
で
は
な
い
。
(
市
原
紫
氏
著
、
国
家
と
宗
教
、
二
七
一
頁
以
下
参
照
)
。
政
治
は
如
何
な
る
程
度
に
於
て
経
済
に
対
し
て
促
位
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
7
政
治
が
経
済
的
制
約
を
受
け
る
の
は
、
琵
し
国
家
が
其
の
任
務
を
遂
行
す
る
に
当
つ
て
は
経
費
の
支
出
を
必
要
と
し
、
経
費
の
支
出
の
為
に
は
租
税
の
徴
収
を
行
は
ね
ば
な
ら
友
い
と
一
式
う
事
よ
り
生
十
る
ら
此
の
租
税
徴
牧
に
際
し
て
、
国
民
は
所
得
の
一
部
在
徴
牧
せ
ら
れ
、
国
民
の
需
要
の
低
下
従
ク
て
生
活
程
度
の
低
下
が
生
宇
る
口
他
方
経
費
の
支
出
は
商
品
の
生
産
費
、
従
ク
て
供
給
に
対
し
て
影
山
習
を
及
ぼ
丈
。
斯
く
し
て
均
衡
の
撹
乱
を
生
じ
、
国
民
経
済
上
、
無
視
し
得
な
い
結
果
が
涜
ち
さ
れ
る
。
政
治
の
経
済
に
対
す
る
侵
位
性
は
、
党
づ
財
政
に
於
て
現
は
れ
る
。
財
政
学
に
於
て
、
財
政
の
私
経
済
と
比
較
し
て
特
共
の
点
と
し
て
通
常
説
明
せ
ら
る
所
に
従
へ
ば
、
私
経
済
は
量
入
制
出
の
原
則
に
従
ふ
に
反
し
、
財
政
は
輩
出
制
入
の
原
則
に
従
ム
。
国
民
経
済
の
好
況
に
際
し
て
は
、
私
経
済
は
大
た
る
租
税
の
徴
牧
に
応
じ
得
る
K
拘
は
ら
や
ノ
、
同
家
経
費
の
支
出
は
寧
ろ
抑
制
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
反
之
同
氏
経
済
の
不
況
に
際
し
て
は
、
私
経
済
は
大
な
る
租
税
の
徴
牧
に
応
じ
得
ざ
る
に
拘
は
ら
少
、
国
家
経
費
の
支
出
が
大
に
必
要
と
な
り
従
ク
て
量
出
制
入
の
原
則
が
宿
命
的
に
当
成
る
乙
と
L
な
る
口
此
の
原
則
は
国
家
任
務
の
遂
行
が
経
済
的
考
取
に
依
ク
て
妨
げ
ら
れ
て
は
た
ら
な
い
事
在
意
味
し
、
政
治
の
経
済
に
対
す
る
伎
位
性
が
顕
著
に
現
は
れ
る
の
で
あ
ク
て
、
辛
党
、
政
治
の
遂
行
は
、
経
済
的
な
る
作
用
則
ち
合
理
的
に
生
中
ノ
る
作
用
は
之
を
不
問
に
附
し
て
判
断
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
た
い
事
と
な
る
口
然
し
量
出
制
入
の
原
則
を
斯
く
解
す
る
時
は
、
政
治
を
長
期
に
一
且
り
て
遂
行
す
る
事
は
不
可
能
と
な
る
場
合
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
政
治
と
雄
、
国
民
経
済
を
無
況
し
て
は
話
勤
し
符
な
い
の
で
あ
っ
て
、
国
家
の
活
動
に
於
て
も
、
そ
の
他
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
、
感
情
は
理
性
に
依
ク
て
一
定
の
限
界
が
与
え
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
(
拙
著
、
前
持
者
、
二
五
瓦
以
下
参
照
)
。
(
一
一
一
)
政
治
の
経
済
に
対
す
る
伎
位
と
一
民
う
要
誌
は
、
元
来
ナ
チ
ス
世
界
観
の
原
則
で
あ
ク
て
、
周
知
の
如
く
〉
「
自
由
主
義
」
の
名
を
以
て
呼
ば
る
L
政
治
的
要
荷
に
対
す
る
反
動
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
然
し
自
由
主
義
体
系
の
是
否
を
判
断
せ
ん
と
す
る
場
合
、
経
済
学
的
認
識
と
、
経
済
政
策
的
目
的
設
定
と
が
混
同
せ
ら
る
与
の
誤
謬
が
常
に
生
じ
て
ゐ
る
。
此
の
両
者
の
混
同
は
古
典
学
派
の
経
済
理
論
を
全
く
誤
解
す
る
の
結
果
に
も
導
い
て
い
る
の
で
あ
る
ι
古
典
学
派
左
絶
対
的
に
否
認
す
る
見
解
、
則
ち
古
典
学
派
の
政
策
的
要
詰
の
み
な
ら
や
ノ
、
其
の
学
問
的
認
識
を
も
亦
否
認
す
る
見
解
は
E
其
の
一
昨
論
左
完
全
に
理
解
せ
ざ
る
事
よ
り
生
じ
た
も
の
で
あ
る
口
古
典
学
派
を
正
確
に
判
断
せ
!
ん
と
す
る
に
当
ク
て
は
、
先
づ
第
一
に
、
共
の
理
論
的
認
識
と
政
策
的
要
詰
と
を
厳
格
に
区
別
し
て
考
え
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
古
典
学
派
が
誕
の
経
済
理
論
的
認
識
よ
り
経
済
政
策
的
要
詰
を
導
き
出
し
た
る
場
合
、
山
県
れ
は
彼
等
の
経
済
学
体
系
の
誤
謬
で
は
な
か
ク
た
の
で
あ
る
。
此
の
場
合
、
彼
等
は
学
者
と
し
て
論
議
し
た
の
で
は
な
く
し
て
、
実
に
政
治
家
と
し
て
論
議
し
た
の
で
あ
り
、
従
て
彼
等
の
誤
認
は
理
論
的
誤
謬
で
は
な
く
し
て
、
政
治
家
的
誤
認
で
あ
ク
た
。
シ
ユ
ム
。
へ
1
グ
1
も
云
う
「
勿
論
者
等
の
経
済
学
と
経
済
政
策
五
経
営
と
経
済
--1-/、
領
域
に
於
て
、
理
解
を
困
難
な
ら
し
め
る
一
点
が
あ
る
。
則
ち
其
れ
は
、
学
者
が
此
の
場
合
殆
ん
ど
常
に
同
時
に
政
治
家
で
も
あ
り
、
そ
し
て
自
己
の
学
問
的
著
述
に
対
し
て
、
虚
心
坦
壊
に
専
念
し
た
い
と
一
式
う
事
で
あ
る
」
(
・
戸
部
乙
5
5
H
V
2
2
ロ
g
J〈
2
。ロ
g
L
島
2
・
同
ZH託
手
M
L
P
L
S
F
g
E
t
m長
。
口
出
H
H
2
2
5円
o
g
g
E
3
∞
・
苫
w
H
C
C
∞
木
村
健
康
、
安
井
琢
磨
共
訳
シ
ユ
ム
ベ
1
グ
1
、
理
論
経
済
学
の
本
質
と
主
要
内
容
序
一
一
一
口
三
頁
)
と
。
周
知
の
如
く
、
ス
ミ
ス
は
リ
カ
ル
ド
よ
り
も
、
よ
り
多
く
経
済
政
策
家
で
あ
っ
た
。
刊
リ
カ
ル
ド
の
研
究
は
共
の
経
済
理
論
研
究
の
必
要
工
り
し
て
、
純
経
済
的
な
目
的
設
定
を
な
し
て
い
る
事
が
目
立
ク
ロ
故
に
リ
カ
ル
ド
は
其
の
純
経
済
的
目
的
設
定
を
考
慮
に
入
れ
て
、
必
然
的
に
、
自
由
貿
易
が
外
国
貿
易
の
理
想
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
ス
ミ
ス
は
政
治
的
な
考
慮
よ
り
し
て
、
一
定
生
産
部
門
の
保
全
の
為
に
は
、
財
政
関
税
と
共
に
、
保
護
関
税
を
ば
例
外
と
し
て
認
め
た
。
そ
し
て
共
の
他
の
経
済
外
的
な
必
要
、
例
へ
ば
国
防
の
為
の
方
策
や
、
国
家
的
利
益
の
為
に
、
純
経
済
的
目
的
設
定
よ
り
の
偏
怖
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
実
に
ス
ミ
ス
は
所
与
の
経
済
的
・
政
治
的
事
情
の
下
に
於
て
、
英
国
民
の
永
続
的
福
祉
に
関
し
て
、
英
国
民
に
忠
言
を
供
し
た
も
の
で
あ
る
口
斯
く
解
し
て
、
共
の
大
著
「
国
富
論
」
も
大
怒
る
意
義
を
得
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
彼
は
後
世
の
人
々
よ
り
は
一
ス
モ
ポ
リ
グ
ニ
ズ
ム
の
罪
を
帰
せ
ら
れ
た
け
れ
共
、
此
の
根
本
態
度
に
於
て
は
、
近
視
眼
的
な
利
益
を
求
む
る
者
と
し
て
批
難
せ
ら
る
ふ
所
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヅ
ヒ
・
リ
ス
ト
と
異
な
る
所
は
な
い
。
ス
ミ
ス
の
経
済
学
の
研
究
と
成
果
と
が
広
く
世
界
的
福
祉
に
役
立
ク
も
の
と
な
ら
宇
し
て
、
却
ク
て
国
家
的
な
特
殊
利
益
に
役
立
ク
も
の
で
あ
ク
た
事
は
、
皮
肉
汝
運
命
で
あ
ク
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
1
由
是
観
之
、
古
典
学
派
の
批
判
に
当
ク
て
は
、
経
済
学
的
認
識
と
経
済
政
策
的
見
解
と
を
1
1斯
の
区
別
は
常
に
必
宇
し
も
明
瞭
に
は
現
は
れ
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
l
i区
別
し
て
考
へ
れ
け
な
ら
な
い
。
向
、
古
典
学
派
の
経
済
理
論
は
、
純
英
国
的
な
経
済
理
論
で
あ
る
と
屡
々
主
張
せ
ら
れ
る
け
れ
共
、
経
済
理
論
的
認
識
は
、
実
際
に
於
で
理
論
的
認
識
で
あ
る
限
り
、
一
般
的
真
理
を
示
し
、
従
て
国
家
の
如
何
に
拘
束
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
特
定
的
性
質
を
有
せ
十
L
て
、
従
て
特
定
の
前
提
に
拘
束
を
受
け
な
い
一
昨
の
経
済
理
論
は
一
般
的
に
正
し
い
と
認
め
ら
れ
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
一
般
的
に
正
し
く
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
、
の
何
れ
か
で
あ
る
筈
で
あ
る
。
経
済
外
的
な
モ
メ
シ
ト
を
意
識
的
に
不
問
に
附
し
て
到
達
す
べ
き
経
済
理
説
的
認
識
は
、
共
れ
が
一
般
的
真
理
従
て
学
問
た
る
べ
き
場
合
、
如
何
紅
毛
程
度
に
於
て
之
を
政
策
的
目
的
設
定
の
為
の
基
礎
た
ら
し
め
得
る
や
は
、
経
済
学
の
問
題
で
は
な
く
し
で
、
経
済
政
策
の
問
題
で
あ
る
。
経
済
政
策
に
対
し
て
は
、
経
済
理
論
は
責
任
を
負
う
可
き
で
は
な
く
、
只
政
治
の
み
が
責
任
を
負
は
わ
が
ば
怒
ら
泣
い
。
例
へ
ば
英
国
の
事
情
に
取
っ
て
は
、
或
る
事
が
政
治
的
見
地
よ
り
し
て
可
能
に
し
て
合
目
的
的
で
あ
り
、
従
て
そ
の
政
治
的
遂
行
が
、
経
済
上
合
目
的
的
で
あ
る
と
断
定
し
符
ら
る
L
と
し
て
も
、
同
じ
事
は
直
ち
に
其
の
他
の
国
家
の
政
治
的
活
動
の
基
礎
た
り
得
る
も
の
で
は
た
い
。
既
述
の
如
く
、
経
済
理
論
的
認
識
は
一
般
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
け
れ
共
、
此
の
理
論
的
認
識
の
無
制
限
な
る
実
際
的
実
現
が
合
目
的
的
危
り
や
の
問
題
は
事
実
問
題
に
属
し
、
共
の
当
時
与
え
ら
る
t
A
所
の
実
際
の
事
実
に
肉
ク
て
決
定
せ
ら
る
べ
き
で
あ
っ
て
政
治
家
の
判
断
に
ま
か
せ
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
故
に
若
し
英
国
の
経
済
学
は
単
に
英
国
の
み
に
対
し
て
も
当
取
る
と
云
う
人
あ
り
と
す
れ
ば
此
命
題
は
其
の
理
論
的
認
識
価
値
を
考
え
る
場
合
に
於
て
は
正
し
く
な
い
。
乍
然
現
実
的
な
政
治
の
桔
成
に
対
し
て
斯
る
認
識
を
利
用
す
る
ら
合
を
亨
え
る
時
其
れ
は
正
し
い
事
?
と
怠
る
。
何
と
在
れ
ば
翌
一
六
の
政
治
は
、
所
与
の
前
提
に
依
っ
て
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
口
.
，
fl
故
に
若
し
政
治
家
が
、
経
済
的
モ
メ
γ
T
の
み
を
、
意
識
的
に
考
慮
し
て
獲
得
せ
ら
れ
た
る
古
典
学
派
の
経
済
理
論
的
認
識
を
、
(
現
実
に
与
へ
ら
る
-L
実
際
的
事
実
と
、
経
済
外
的
危
る
必
然
性
と
を
斜
酌
せ
宇
し
て
)
、
自
己
の
政
治
活
動
の
基
準
た
ら
し
め
る
と
す
れ
ば
、
此
の
政
治
家
は
学
聞
を
利
用
す
る
の
能
力
を
有
し
た
か
っ
た
も
の
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
若
し
国
民
全
体
の
利
益
の
擁
護
者
と
し
て
の
政
治
家
が
、
世
界
観
的
に
行
は
る
-A
自
己
の
活
動
の
経
済
的
部
面
を
批
判
す
る
為
に
、
経
済
学
に
対
し
客
観
的
認
識
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
経
済
学
は
此
の
認
識
を
供
す
る
の
任
務
を
有
す
る
0
.
乍
然
経
済
学
は
経
済
政
策
的
方
法
を
供
す
る
の
任
務
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
。
何
と
た
れ
ば
共
れ
は
政
治
家
の
問
題
に
過
ぎ
た
い
か
ら
で
あ
る
。
政
治
的
活
動
と
共
の
達
成
と
ば
政
治
家
の
み
の
決
定
す
る
所
で
あ
る
。
(
四
〉
経
済
政
策
は
一
国
民
の
生
活
上
の
必
要
に
従
て
、
経
済
生
活
の
状
態
を
合
理
的
に
形
成
し
て
行
く
事
で
あ
る
。
経
済
政
策
は
専
ら
国
民
の
生
活
上
の
必
要
を
知
り
、
之
に
応
じ
て
国
民
の
経
済
的
友
る
話
勤
を
、
生
括
上
の
必
要
に
役
立
つ
様
に
形
成
し
、
指
導
す
る
の
で
あ
る
経
済
学
と
経
済
政
策
七
経
・
営
と
経
済
λ 
か
ら
、
経
済
政
策
は
本
質
的
に
倫
理
的
・
世
界
観
的
に
制
約
せ
ら
れ
る
口
従
て
政
策
乃
至
政
治
は
具
体
的
危
前
提
を
有
す
る
所
の
活
動
と
組
織
で
あ
ク
て
、
国
民
と
国
民
の
生
活
目
的
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
同
様
に
学
問
も
亦
、
国
民
と
共
の
生
活
目
的
と
に
対
し
て
義
務
を
負
ふ
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
学
問
は
生
活
に
遊
離
し
た
る
抽
出
球
的
認
叶
誠
で
は
な
く
、
寧
ろ
学
問
の
対
照
は
生
活
共
も
の
で
あ
っ
て
、
生
活
の
提
供
す
る
所
の
認
識
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
学
問
は
自
己
目
的
で
は
無
く
し
て
、
認
識
を
供
し
、
認
識
よ
り
の
行
為
乃
至
活
動
に
役
立
つ
べ
き
も
の
で
ゑ
く
て
は
な
ら
な
い
口
乙
れ
は
特
に
社
会
科
学
ー
ー
ー
経
済
学
も
是
に
属
す
る
ー
ー
に
当
取
る
。
社
会
的
活
動
は
国
民
的
見
地
に
従
て
の
み
決
定
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
社
会
的
活
動
に
関
す
る
学
問
も
亦
、
生
活
に
役
立
つ
も
の
で
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
学
問
は
政
治
的
に
責
任
あ
る
活
動
に
若
山
中
を
供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
基
準
に
従
て
、
生
活
と
生
活
態
様
は
常
K
再
検
討
せ
ら
れ
な
け
れ
広
た
ら
な
い
。
然
る
時
は
経
済
的
た
活
動
・
過
程
・
状
態
は
如
何
な
る
程
度
に
国
民
の
生
活
の
必
要
に
合
致
し
て
い
る
か
、
叉
国
民
の
生
活
の
必
要
に
合
致
せ
し
め
る
為
に
は
、
如
何
な
る
方
法
に
依
ク
て
指
導
せ
ら
る
可
き
か
、
形
成
せ
ら
る
可
き
か
、
調
整
せ
ら
る
可
き
か
を
明
か
に
た
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
斯
く
す
る
事
に
依
ク
て
、
経
済
学
は
有
意
義
な
る
学
問
と
怠
る
。
経
済
学
の
故
高
の
仙
似
概
念
は
同
民
と
共
の
生
活
の
必
要
で
あ
る
か
ら
、
経
済
政
策
と
経
済
学
と
が
世
界
観
的
基
礎
を
一
ピ
し
さ
え
す
れ
ば
、
両
者
の
内
的
街
突
は
存
し
な
い
筈
で
あ
る
。
政
治
家
た
る
経
済
政
策
家
は
経
済
政
策
の
決
定
に
当
っ
て
、
経
済
学
は
如
何
友
る
範
岡
に
於
て
助
け
と
な
る
や
、
叉
経
済
学
は
如
何
な
る
程
度
に
於
て
1
政
策
的
活
動
に
依
っ
て
形
成
せ
ら
る
べ
き
現
実
の
世
界
を
明
か
に
す
る
や
、
又
経
済
学
は
如
何
た
る
程
度
迄
、
過
去
の
純
苔
に
依
っ
て
、
助
言
又
は
示
唆
を
供
し
得
る
や
、
そ
し
て
又
経
済
学
は
如
何
た
る
範
囲
に
於
て
、
政
治
家
自
ら
の
活
効
に
際
し
て
考
慮
を
払
ふ
べ
き
経
済
心
理
的
又
は
経
済
倫
理
的
原
則
を
供
し
符
る
や
等
を
問
題
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
然
し
此
の
場
合
経
済
政
策
家
は
経
済
学
へ
の
橋
梁
を
見
出
し
m
げ
た
い
の
で
は
た
い
か
。
何
と
な
れ
ば
経
済
学
は
経
済
政
策
家
と
は
兵
-
な
っ
た
問
題
の
提
起
工
り
出
発
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
経
済
政
策
家
は
地
代
の
有
害
怠
る
作
用
を
知
っ
て
い
る
。
彼
は
地
代
が
如
何
に
国
民
経
済
内
の
凡
て
の
部
門
に
対
し
て
影
響
を
及
ぼ
す
や
、
地
代
が
如
何
に
購
買
力
を
低
下
せ
し
め
、
又
如
何
な
る
程
度
に
於
て
創
造
的
労
働
に
対
し
て
土
地
所
有
権
の
有
す
る
仮
位
性
が
障
害
と
た
る
か
を
知
っ
て
ゐ
る
で
あ
ろ
う
口
彼
は
斯
る
有
由
一
一
u
な
る
作
用
又
は
事
象
を
克
服
し
、
之
を
根
絶
す
る
の
方
法
主
見
出
す
よ
う
広
努
力
す
る
に
違
い
な
い
。
彼
は
地
代
の
生
成
と
続
接
に
関
述
す
る
土
地
投
機
を
抑
制
す
る
為
の
法
律
の
制
定
を
企
て
る
で
あ
ろ
う
B
何
と
な
れ
ば
投
機
は
、
品
刀
働
と
給
付
と
の
上
に
基
礎
付
け
ら
る
t
A
所
の
社
会
秩
序
の
下
に
於
て
は
、
何
等
存
在
、
の
理
由
を
見
出
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
若
し
経
済
政
策
家
が
経
済
学
の
諸
研
究
の
中
に
、
地
代
の
必
然
性
の
解
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
を
見
出
す
時
は
、
彼
は
此
の
解
明
を
排
楽
す
る
で
あ
ろ
う
ロ
何
と
怠
れ
ば
此
の
解
明
は
現
実
の
緊
急
な
る
問
題
に
当
取
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
経
済
政
策
家
の
基
本
的
な
任
務
は
、
国
民
経
済
の
抱
え
ざ
る
発
展
・
国
民
の
需
要
の
恒
常
的
充
足
・
国
民
の
労
働
力
の
仲
張
・
全
国
民
の
給
付
可
能
性
と
給
付
力
と
の
起
用
に
在
る
口
彼
は
市
場
・
労
働
起
用
・
国
民
経
済
的
価
値
の
実
現
等
に
於
け
る
不
安
定
を
成
る
可
く
安
定
化
す
る
事
に
努
力
す
る
で
あ
ろ
う
。
何
と
た
が
ば
斯
く
す
る
事
に
依
っ
て
、
給
付
・
収
益
・
福
祉
の
最
大
量
が
保
障
せ
ら
れ
る
か
ら
も
あ
る
。
然
る
に
彼
が
景
気
三
恐
慌
と
の
合
法
則
性
・
共
の
国
民
経
済
に
及
ぼ
す
作
用
・
国
民
経
済
的
去
気
の
世
界
経
済
的
景
気
へ
の
依
存
性
の
如
き
を
聞
か
さ
れ
る
場
合
、
彼
は
斯
る
解
明
に
対
し
て
必
宇
し
も
、
↑
将
棋
を
置
く
も
の
で
は
訟
い
。
何
と
た
れ
ば
彼
は
社
会
的
生
話
r
と
社
会
的
話
勤
と
が
指
導
せ
ら
れ
得
る
事
を
信
じ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
彼
に
取
づ
て
は
、
国
民
経
済
の
無
秩
序
な
る
進
民
主
り
生
十
る
損
害
を
回
避
し
、
そ
し
て
全
国
民
の
給
付
力
を
最
大
に
治
加
す
る
為
に
、
如
何
な
る
方
法
を
と
り
、
如
何
た
る
指
導
を
行
ふ
べ
き
か
ど
主
要
注
問
題
で
あ
る
。
彼
は
人
間
の
不
充
分
他
・
愚
鈍
位
@
邪
思
怯
に
依
っ
て
、
誤
ま
れ
る
方
向
に
形
成
せ
ら
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
凡
て
の
も
の
も
、
人
間
の
洞
察
力
と
努
力
と
に
依
っ
て
、
正
し
い
方
向
に
形
成
せ
ら
れ
得
る
の
で
あ
る
事
を
知
ク
て
ゐ
芯
。
取
引
所
と
投
桜
と
は
経
済
生
活
の
不
秩
序
・
不
安
定
・
不
確
実
を
生
ぜ
し
め
る
様
た
経
済
状
態
を
生
ぜ
し
め
る
傾
向
を
有
す
る
の
で
あ
る
が
、
彼
に
取
っ
て
は
秩
序
あ
る
硲
突
な
る
発
展
が
決
定
的
主
要
性
を
有
す
る
。
何
と
な
れ
ぼ
多
く
の
創
造
的
人
間
の
.
生
存
は
斯
る
発
展
に
依
存
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
て
彼
は
取
引
所
論
に
於
て
通
常
解
明
せ
ら
る
L
が
如
く
、
取
引
所
が
「
設
も
完
全
な
る
市
場
」
で
あ
る
と
か
、
或
は
取
引
所
の
中
に
投
機
業
者
の
国
民
経
済
的
生
産
性
が
存
す
る
と
か
、
或
は
又
投
絞
業
者
が
将
来
へ
の
認
識
を
作
り
出
す
と
か
と
云
ふ
様
な
事
左
是
認
し
得
る
に
し
て
も
、
彼
は
取
引
所
に
於
け
る
結
果
を
将
来
の
確
実
た
る
発
展
に
利
用
す
る
。
或
は
彼
は
農
民
階
級
が
国
民
生
活
の
基
礎
を
な
す
も
の
と
し
て
、
此
の
階
級
を
支
持
し
確
保
す
る
農
業
政
策
家
た
る
の
義
務
を
負
ふ
の
で
あ
る
が
、
然
し
乍
ら
若
し
彼
が
学
問
的
著
作
に
依
ク
て
、
世
界
農
業
恐
慌
が
不
可
避
的
で
あ
る
事
を
学
び
、
金
融
市
場
と
世
界
市
場
に
関
す
る
理
論
に
照
し
て
、
農
民
救
済
の
不
可
能
な
る
専
を
問
か
さ
れ
る
時
は
、
彼
は
斯
る
理
論
を
認
識
し
初
代
や
し
て
、
農
民
救
済
を
可
能
に
す
る
様
訟
法
規
の
制
定
せ
ら
る
べ
き
事
を
考
え
出
す
に
違
ひ
な
い
。
責
任
走
る
経
済
政
策
家
は
、
同
時
に
立
法
者
で
あ
る
。
彼
に
依
ク
て
制
定
せ
ら
る
え
所
の
法
規
は
、
経
済
経
済
学
と
経
済
政
策
7L 
経
砂
口
と
経
済
O 
生
活
を
形
成
し
、
彼
の
到
達
せ
ん
と
す
る
方
向
に
経
済
生
活
を
変
化
せ
し
め
る
口
新
な
る
農
地
法
の
制
定
は
健
全
な
る
国
民
生
活
の
基
礎
を
き
づ
く
為
に
、
土
地
を
小
作
農
業
よ
り
奪
引
い
自
作
農
業
を
強
制
す
る
事
が
出
来
る
ロ
従
て
従
前
の
封
建
的
た
る
農
地
法
よ
り
出
発
し
た
る
経
済
理
論
の
基
礎
は
無
〈
怒
る
事
と
な
る
。
叉
労
働
法
の
制
定
に
依
ク
て
、
労
働
は
新
な
る
品
位
を
獲
得
し
得
る
。
労
働
と
一
式
ム
給
付
は
人
間
の
創
造
的
た
る
生
活
発
現
方
式
で
あ
っ
て
商
品
と
は
兵
た
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
.
賃
銀
は
個
人
の
専
断
に
依
ク
て
決
定
せ
ら
る
可
き
で
は
注
く
、
社
会
正
義
の
原
則
に
従
ク
て
決
定
せ
ら
る
可
き
で
あ
り
、
従
て
賃
銀
は
給
付
に
相
当
な
る
反
対
給
付
を
表
示
す
る
大
さ
の
も
の
で
友
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
労
働
は
、
供
給
と
需
要
と
に
依
ク
て
価
格
の
定
め
ら
る
-L
所
の
商
品
に
外
友
ら
ね
と
の
命
題
の
如
き
は
、
自
ら
崩
壊
す
る
事
に
な
る
。
更
に
又
資
本
も
、
之
主
役
も
緊
急
に
需
要
す
る
場
所
に
向
ふ
よ
う
に
指
導
す
る
事
に
依
っ
て
l
i投
資
の
指
導
に
閃
る
と
、
貨
幣
'
信
用
・
浜
本
市
場
の
操
作
に
閃
る
と
を
問
は
や
ノ
l
l
i
国
民
経
済
的
見
地
よ
り
し
て
有
用
に
、
従
ク
て
国
民
の
生
活
必
要
に
役
立
つ
様
な
も
の
た
ら
し
め
る
事
が
出
来
る
口
査
し
資
本
は
経
済
に
役
立
つ
も
の
た
る
べ
き
で
あ
り
、
経
済
は
国
民
に
役
立
つ
も
の
た
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
今
や
資
本
は
経
済
に
取
っ
て
指
導
的
な
る
力
を
有
す
る
も
の
た
る
べ
き
で
は
注
く
、
ま
た
経
済
は
国
民
に
取
っ
て
宿
命
的
訟
も
の
た
る
べ
き
で
は
な
い
目
経
済
政
策
家
は
先
づ
第
一
に
国
民
の
生
活
必
要
を
洞
察
し
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
故
に
彼
は
広
く
洞
察
す
る
の
カ
を
有
し
、
国
民
全
体
の
見
地
よ
り
出
発
し
怠
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
前
の
経
済
学
は
、
多
く
各
個
人
の
場
合
工
り
出
発
し
、
此
の
個
人
の
場
合
を
分
析
し
、
斯
く
し
て
獲
得
せ
ら
れ
た
る
個
々
の
認
識
を
ヤ
般
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
従
前
の
経
済
学
は
、
斯
く
し
て
獲
得
せ
ら
れ
た
る
抽
象
的
た
る
「
法
則
」
が
、
時
に
人
間
の
生
活
必
要
に
適
合
し
友
い
も
の
で
あ
る
事
を
看
過
し
た
る
の
み
な
ら
や
、
国
家
が
国
民
の
生
活
必
要
の
擁
護
者
と
し
て
現
は
る
L
場
合
も
、
国
家
が
右
の
経
済
の
法
則
を
強
行
す
る
も
の
と
考
へ
た
。
然
る
に
経
済
政
策
家
は
斯
る
考
察
方
法
に
対
し
て
理
論
的
価
値
を
認
め
守
し
て
、
無
益
の
も
の
を
拒
否
す
る
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
経
済
政
策
家
は
全
体
的
・
社
会
的
な
問
題
の
捉
起
を
要
求
し
、
現
実
の
要
求
に
合
致
す
る
所
の
考
察
方
法
を
要
求
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
企
て
、
経
済
政
策
家
は
経
済
学
を
無
視
し
符
る
も
の
で
は
取
い
。
役
は
経
済
学
が
経
済
生
活
の
究
明
に
関
し
、
大
た
る
貢
献
を
し
た
と
と
を
知
っ
て
烏
り
、
其
の
休
系
化
・
概
念
構
成
・
方
法
諭
が
、
役
の
実
際
的
任
務
を
遂
行
す
る
に
当
ク
て
最
も
重
要
友
る
拠
点
と
怠
り
得
る
の
で
あ
り
、
ま
た
若
干
の
要
求
に
適
合
す
る
で
あ
ろ
う
事
を
認
め
て
ゐ
る
。
何
と
た
れ
ば
学
聞
は
体
系
的
で
あ
り
体
系
は
包
括
的
な
全
体
的
観
察
よ
り
生
じ
、
全
体
的
観
察
は
概
念
並
に
経
済
的
な
生
話
領
域
に
於
け
る
数
量
的
序
列
に
関
す
る
見
識
を
疏
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
数
量
的
序
列
な
る
概
念
は
、
凡
て
の
学
問
的
弱
察
方
法
に
取
ク
て
誌
も
大
な
る
豆
要
性
を
有
す
る
白
例
へ
ば
食
料
費
が
国
民
所
得
の
三
分
の
一
以
上
を
占
め
て
い
る
一
事
が
推
定
せ
ら
れ
得
る
と
す
れ
ば
'
、
食
料
経
済
は
経
済
の
全
領
域
に
取
ク
て
決
定
的
豆
要
性
を
有
す
る
事
が
明
か
で
あ
り
、
従
て
食
料
経
済
の
学
問
的
研
究
と
歴
史
的
解
明
は
~
セ
メ
y
f
工
業
や
石
油
経
済
の
其
れ
よ
り
も
、
よ
り
重
要
で
あ
る
。
そ
し
て
叉
全
体
的
観
察
よ
り
し
て
、
経
済
の
作
用
的
事
象
へ
の
洞
察
が
生
宇
る
。
此
の
作
用
的
事
象
を
洞
察
す
る
為
に
は
、
経
済
過
程
が
深
く
研
究
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
経
済
政
策
ん
誌
に
取
ク
て
は
、
経
済
循
環
の
考
察
が
決
定
的
重
要
性
を
有
す
る
。
彼
の
関
心
事
は
、
生
産
の
問
題
の
み
な
ら
や
J
、
如
何
に
し
て
、
何
処
に
於
て
、
何
時
、
如
何
な
る
状
態
の
下
に
於
て
、
そ
し
て
何
人
に
依
り
て
、
比
の
生
産
物
が
加
工
せ
ら
れ
、
配
分
せ
ら
れ
、
泊
費
せ
ら
る
L
や
と
云
う
事
で
あ
る
。
彼
に
取
ク
て
は
穀
物
の
生
産
が
重
要
で
あ
る
の
み
な
ら
十
、
穀
物
の
移
動
・
製
粉
・
。
ハ
シ
の
製
造
や
泊
費
も
亦
重
要
で
あ
る
。
彼
は
自
己
の
研
究
色
単
に
農
業
の
上
に
の
み
、
或
は
加
工
業
の
上
に
の
み
、
或
は
又
売
只
・
輸
送
・
金
融
機
関
の
上
に
の
み
限
定
じ
得
る
に
止
ま
ら
十
、
是
等
の
経
済
集
団
が
、
個
唱
え
の
経
済
領
域
、
例
へ
ば
食
料
経
済
・
衣
料
経
済
・
木
材
経
済
・
建
築
経
済
・
原
料
経
済
・
泊
費
経
済
等
に
於
て
、
如
何
に
作
用
す
る
や
を
問
題
と
す
る
で
老
ろ
う
。
斯
く
し
て
始
め
て
、
従
来
不
透
明
な
り
し
経
済
事
象
が
分
類
せ
ら
れ
、
そ
し
て
市
場
の
新
な
る
考
察
の
可
能
性
と
各
市
場
相
互
間
の
調
整
の
可
能
性
と
が
生
宇
る
の
で
あ
る
。
経
済
政
策
家
に
取
ク
て
は
、
現
実
に
好
結
果
を
資
ら
す
様
伝
手
段
の
作
用
を
追
究
し
、
此
の
手
段
の
有
用
性
と
欠
涼
と
を
確
認
す
る
事
は
、
最
も
重
要
注
事
で
あ
る
。
役
に
取
っ
て
、
市
場
椅
造
の
発
達
は
家
内
経
済
・
都
市
経
済
の
時
代
よ
り
、
領
主
経
済
・
国
民
経
済
の
時
代
に
至
る
迄
、
著
し
く
主
要
性
あ
る
事
で
あ
る
が
、
又
同
時
に
、
如
何
K
し
て
資
本
主
義
的
・
世
界
観
的
・
経
済
外
的
な
影
響
が
近
世
の
経
済
事
象
を
柿
成
し
、
或
は
妨
害
し
た
か
の
問
題
も
亦
、
白
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
彼
は
自
己
の
国
民
の
経
済
的
措
造
と
他
の
凡
て
の
国
民
の
経
済
的
措
造
と
を
検
討
す
る
。
何
と
、
な
れ
ば
彼
は
諸
国
民
相
玄
関
の
交
換
を
増
加
せ
し
め
、
超
国
民
的
反
共
同
成
果
に
到
達
す
る
の
可
能
性
を
認
識
す
る
か
ら
で
あ
る
。
凡
て
是
等
の
問
題
が
太
に
解
決
を
期
待
せ
ら
れ
る
事
は
明
白
で
あ
る
口
(
五
〉
経
治
学
と
料
治
政
策
経
営
と
経
済
経
済
政
策
は
種
々
様
々
の
影
響
を
受
け
て
行
は
る
も
λ
も
の
で
あ
っ
て
、
経
済
学
が
拐
を
入
れ
る
べ
き
筋
合
で
は
た
く
、
専
ら
政
治
家
の
問
題
で
老
る
。
然
し
経
済
政
策
的
話
勤
の
経
済
学
的
基
礎
に
対
し
て
批
判
を
行
う
事
は
経
済
学
と
云
う
学
問
の
問
題
で
あ
っ
て
、
経
済
政
策
家
は
国
民
全
体
の
利
益
の
表
現
た
る
自
己
同
有
の
関
心
、
よ
り
し
て
、
此
の
批
判
に
明
を
入
る
べ
き
筋
合
で
は
な
い
。
従
て
若
し
経
済
政
策
家
が
古
典
学
派
の
経
済
政
策
的
要
詰
の
み
な
ら
や
ノ
、
経
済
詳
的
認
識
を
も
亦
誤
謬
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
期
る
主
張
の
存
在
理
由
を
検
討
す
る
事
は
経
済
学
の
課
題
で
あ
る
。
右
の
経
済
政
策
家
の
古
典
学
派
の
所
論
は
必
十
し
も
凡
て
の
過
程
を
充
分
に
解
明
し
符
る
も
の
で
は
な
い
と
一
式
う
意
味
に
於
て
、
換
一
一
一
日
ー
‘
す
れ
ば
現
下
特
に
焦
眉
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
過
程
を
充
分
に
明
か
に
な
し
符
な
ト
と
一
式
う
立
味
に
於
て
若
干
正
当
で
あ
る
事
を
断
言
し
符
る
。
然
し
古
典
学
派
の
所
論
は
全
然
誤
訟
で
あ
る
と
一
式
引
い
得
る
も
の
で
は
な
ぐ
、
只
不
充
分
で
あ
る
と
云
ひ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
古
典
学
派
の
所
論
が
不
充
分
で
あ
る
と
云
う
の
は
、
彼
等
が
共
の
考
察
に
当
ク
て
一
の
過
程
を
看
過
し
て
い
る
事
よ
り
生
じ
て
ゐ
る
。
則
ち
均
衡
状
態
よ
り
背
雌
し
た
る
場
合
、
就
中
、
突
然
に
強
く
背
離
し
た
る
場
合
に
於
て
惹
起
せ
ら
れ
た
る
中
間
的
過
程
を
者
過
し
て
ゐ
る
事
に
基
く
ロ
古
典
学
派
の
所
論
は
F
口
同
Z
H
H
に
が
、
け
る
状
態
を
正
し
く
明
確
に
た
し
符
る
け
れ
ど
も
、
∞
『
。
ユ
H
A
H
H
H
に
於
け
る
経
済
状
態
を
観
察
し
て
ゐ
な
い
。
此
の
事
は
彼
等
の
政
策
的
見
解
の
主
要
な
る
欠
点
で
も
あ
っ
た
。
(
註
)
註
自
然
科
学
に
於
て
も
、
右
の
場
合
に
全
く
類
似
す
る
よ
う
な
、
時
間
と
時
間
と
の
中
間
の
過
程
が
君
泊
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
そ
う
で
あ
る
口
例
え
ば
機
械
や
電
気
に
於
け
る
惰
性
的
な
力
の
作
用
が
無
視
せ
ら
れ
、
凡
て
の
変
化
は
直
接
に
、
従
っ
て
少
し
も
時
間
的
な
遷
延
な
く
し
て
出
現
す
る
こ
と
が
仮
定
せ
ら
れ
て
い
る
口
斯
る
中
同
時
に
於
け
る
過
程
と
其
の
影
響
の
研
究
は
、
今
日
、
電
気
音
響
学
の
研
究
課
題
と
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
あ
る
口
右
の
経
済
的
中
間
過
程
を
無
況
し
て
い
る
事
が
、
古
典
学
派
の
経
済
政
策
的
誤
謬
で
あ
る
口
そ
の
誤
認
は
就
中
、
生
産
の
機
械
化
の
経
済
的
合
目
的
性
に
関
す
る
論
争
の
中
K
明
確
に
現
は
れ
た
。
則
ち
経
済
一
品
匁
に
於
て
中
間
的
過
程
が
宕
過
せ
ら
れ
た
る
結
果
と
し
て
、
犬
・
堺
市
説
と
補
償
説
と
一
式
う
こ
っ
の
学
説
が
生
じ
た
。
是
等
二
つ
の
外
観
的
に
は
対
立
的
た
る
学
説
は
、
相
対
的
に
は
共
に
正
し
い
。
則
ち
補
償
説
が
機
械
化
過
程
の
終
局
的
作
用
に
当
取
る
限
り
に
於
て
、
従
て
機
械
化
過
程
左
目
。
兵
・
2
ロ
に
於
て
考
察
し
た
る
限
り
に
於
て
正
し
い
口
ー
i
・
此
れ
は
古
典
学
派
の
考
察
方
法
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
J
然
る
に
失
業
説
は
中
間
過
程
の
欠
点
を
全
く
正
し
く
見
て
は
ゐ
る
が
、
終
局
的
作
用
を
認
識
せ
や
、
従
て
な
っ
て
い
る
口
外
部
よ
り
何
等
の
影
響
左
も
受
く
る
事
無
き
経
済
事
象
と
一
五
う
要
詰
は
、
政
治
的
に
は
自
由
主
義
と
称
せ
ら
る
L
も
の
を
特
色
付
け
る
訳
で
あ
る
が
、
純
経
済
的
理
念
と
し
て
も
多
く
は
空
想
的
で
あ
る
。
則
ち
怒
し
均
衡
状
態
よ
り
の
背
離
と
新
な
る
均
衡
状
態
へ
の
移
行
と
に
囚
ク
て
惹
起
せ
ら
れ
た
る
中
間
的
過
程
が
経
済
事
情
の
惰
性
力
の
為
に
出
現
し
、
従
て
著
し
く
強
度
の
反
作
用
と
関
連
す
る
時
は
、
l
l
斯
る
場
合
は
今
日
一
般
的
に
、
そ
し
て
若
し
き
程
度
に
、
外
生
的
原
因
に
閃
つ
一
て
現
は
れ
る
の
で
あ
る
が
l
l斯
る
意
義
の
自
由
主
義
の
要
訪
は
常
に
現
実
性
な
き
も
の
で
あ
る
。
古
典
学
派
の
経
済
理
論
の
欠
点
は
右
の
事
実
在
注
目
し
な
か
ク
た
点
に
在
る
。
此
れ
は
既
述
の
如
く
、
古
典
学
派
の
理
論
が
誤
認
で
あ
る
一
品
を
示
す
の
ず
は
た
く
し
て
、
理
論
が
不
充
分
で
あ
る
事
を
示
す
の
で
あ
る
。
若
し
一
般
化
を
行
ク
て
、
政
治
的
見
地
の
み
た
ら
十
経
済
学
的
見
地
よ
り
し
て
、
自
由
な
る
経
済
活
動
を
排
除
す
る
計
劃
経
済
的
見
解
に
到
達
し
よ
う
と
す
る
時
は
、
失
業
説
に
図
ク
て
特
色
付
け
ら
る
ふ
誤
謬
と
同
一
の
誤
認
に
陥
入
る
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
ロ
共
著
「
政
治
経
済
学
の
国
民
的
大
系
」
に
於
て
~
リ
ス
T
の
展
開
し
た
様
な
国
際
貿
易
理
論
は
、
教
育
関
税
の
手
段
に
依
ク
て
生
産
を
保
護
し
、
ー
従
ク
て
生
産
費
の
漸
次
的
低
下
を
策
し
、
技
術
的
施
設
の
適
応
を
血
ム
限
り
に
於
て
、
古
典
学
派
の
看
過
し
た
る
中
間
的
作
用
を
、
国
際
貿
易
の
領
域
に
於
て
、
正
し
い
方
法
に
て
注
目
し
て
ゐ
る
も
の
と
云
う
事
が
出
来
る
。
然
し
リ
ス
T
は
中
間
的
過
程
の
重
要
な
る
作
用
を
明
確
に
認
識
し
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
や
ノ
、
尚
彼
は
経
済
的
発
展
を
r
z
m・2
5
に
於
て
見
て
訟
り
、
従
っ
て
此
の
点
に
於
て
古
典
学
派
の
認
識
を
是
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
保
護
関
税
は
、
彼
に
取
ク
て
目
的
で
は
な
く
し
て
、
自
由
貿
易
を
よ
り
健
全
ゑ
基
礎
の
上
に
置
か
ん
と
す
る
為
の
手
段
に
外
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
ロ
故
に
リ
ス
?
を
保
護
関
税
の
主
張
者
と
な
す
人
は
、
彼
を
真
に
理
解
し
な
い
人
で
あ
る
。
(
註
)
m
r
o吋-?吋ロ
H
H
の
者
察
に
限
ら
れ
J
畢
克
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
経
済
的
見
解
に
一
致
す
る
も
の
と
註
、
此
の
点
に
就
き
、
リ
ス
ト
の
経
済
発
展
段
階
説
を
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
に
依
れ
ば
、
国
民
の
経
済
生
活
は
未
聞
状
態
・
遊
牧
状
態
・
農
業
状
態
・
良
工
状
態
・
農
工
商
状
態
の
五
つ
の
段
階
に
区
別
せ
ら
れ
、
経
済
政
策
、
殊
に
貿
易
政
策
は
是
等
の
各
段
階
に
相
応
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ス
ミ
ス
の
自
由
貿
易
論
に
対
し
て
、
リ
ス
ト
が
保
護
闘
税
論
を
主
践
し
た
の
は
、
此
の
経
済
発
展
段
階
論
を
基
礎
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
独
経
済
学
と
経
済
政
策
経
蛍
と
経
済
四
逸
は
「
農
工
状
態
」
に
在
っ
て
、
英
国
は
「
良
工
商
状
態
」
に
関
す
る
か
ら
、
両
国
の
執
る
経
済
政
策
は
自
ら
呉
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
独
過
が
関
税
壁
を
め
ぐ
ら
す
事
は
、
独
過
を
し
て
英
国
の
如
き
近
代
産
莱
国
家
た
ら
し
め
る
為
の
差
し
せ
ま
っ
た
手
段
で
あ
る
と
な
す
の
で
あ
る
。
リ
ス
ト
の
研
究
は
全
く
経
済
学
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
同
時
に
経
済
政
策
的
要
訪
の
研
究
対
照
と
も
な
ク
た
。
若
し
学
問
は
社
会
に
役
立
つ
べ
き
で
あ
ク
て
、
学
問
そ
の
も
の
L
為
に
存
す
る
の
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
学
問
の
復
興
は
、
非
現
実
的
な
「
経
済
神
秘
的
」
(
乙
ユ
ユ
活
}E目立
E
3
2活
r
w
w
)
槌
想
よ
り
出
発
す
べ
き
で
は
な
く
し
て
、
現
実
的
な
古
典
学
派
の
研
究
方
法
を
基
礎
と
し
、
古
典
学
派
の
研
究
に
於
て
看
過
せ
ら
れ
た
る
点
在
考
慮
し
て
行
は
る
べ
き
で
あ
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
リ
ス
t
の
精
神
に
従
ク
て
行
は
る
べ
き
で
あ
る
。
蓋
し
歴
史
上
、
過
去
に
根
左
下
す
事
な
く
し
て
は
真
の
進
歩
は
可
能
で
は
な
く
、
従
っ
て
真
の
政
治
家
が
常
に
、
自
己
の
世
凶
作
観
的
理
念
に
於
て
は
、
宜
(
の
意
義
に
於
け
る
保
守
的
思
想
を
基
礎
と
し
て
行
動
す
る
が
如
く
、
凡
て
の
学
問
的
進
歩
も
亦
過
去
の
業
績
を
基
礎
と
じ
て
の
み
可
能
で
あ
る
。
凡
て
の
学
問
の
真
の
意
義
も
亦
此
処
に
成
立
す
る
。
〆ー、
-I-ノ、
、ー-'
以
上
論
宇
る
所
よ
り
し
て
、
吾
等
は
次
の
事
を
認
識
す
石
事
が
出
来
る
。
経
済
過
程
は
、
今
や
自
由
な
る
活
動
に
委
ね
ら
る
べ
き
で
は
な
く
、
指
導
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
ロ
そ
し
て
此
の
指
導
は
国
民
経
済
的
関
係
の
全
体
を
認
識
し
、
此
の
認
識
よ
り
し
て
私
経
済
の
経
済
的
活
動
が
全
く
自
由
に
行
は
れ
得
る
範
囲
を
決
定
し
得
る
様
な
見
地
に
従
ク
て
行
は
れ
ね
ば
な
ら
な
い
口
斯
る
立
場
は
経
済
外
的
な
政
治
的
基
礎
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
此
処
に
特
に
知
っ
て
置
か
ね
ば
左
ら
た
い
事
は
、
個
人
の
利
益
の
総
計
は
常
に
必
十
し
も
社
会
の
利
益
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
と
云
う
事
で
あ
る
口
何
と
な
れ
ば
一
般
に
個
人
は
目
前
の
利
益
の
み
を
考
へ
る
も
の
で
あ
り
、
従
ク
て
個
人
の
利
益
が
如
何
な
る
程
度
に
社
会
の
利
益
に
関
連
し
て
ゐ
る
も
の
で
老
る
か
を
革
党
認
識
す
る
も
の
で
は
な
い
・
l
l仮
令
一
時
的
に
は
認
識
す
る
様
に
見
え
る
事
が
あ
ク
て
も
ー
ー
か
ら
で
あ
る
。
社
会
の
利
益
の
保
護
を
委
ね
ら
れ
た
る
政
治
家
は
、
自
己
の
政
治
が
「
手
よ
り
口
へ
」
の
生
活
で
あ
ク
て
は
な
ら
な
い
限
り
、
目
前
の
事
態
の
み
な
ら
や
J
、
将
来
の
事
態
を
も
注
目
し
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
に
於
て
、
国
民
経
済
は
国
有
な
る
「
経
済
」
其
も
の
と
し
て
把
握
せ
ら
れ
で
は
な
ら
な
い
。
国
民
経
済
は
既
に
古
く
ワ
グ
ネ
ル
の
一
式
へ
る
が
如
く
、
(krJg同
H
5
3
m
己
目
。
自
己
5
2同・
p
g三
宮
}
g
g
F
ω
J
4
5由。げえ
z
r
r
z
出
塁
2
F己
L
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「
国
家
K
組
織
せ
ら
れ
た
る
国
民
別
ち
国
家
の
経
済
方
策
に
因
っ
て
統
一
せ
ら
れ
た
る
国
民
忙
於
て
、
一
定
の
経
済
的
訟
法
律
秩
序
に
従
ク
て
相
互
に
流
通
を
行
ふ
所
の
独
立
た
る
個
別
経
済
の
纏
っ
た
全
体
と
認
め
ら
る
ふ
も
の
」
で
あ
っ
て
、
従
ク
て
「
そ
れ
は
有
機
体
で
あ
る
」
。
国
民
経
済
の
木
質
に
関
す
る
此
の
認
識
は
、
国
J
家
は
自
ら
経
済
を
営
ま
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
経
済
を
指
導
し
工
う
と
欲
し
て
い
る
も
の
で
あ
あ
る
と
の
見
解
と
一
致
す
る
ロ
経
済
過
程
の
指
導
は
、
経
済
に
対
す
る
強
度
の
干
渉
を
必
要
注
ら
し
め
る
事
は
勿
論
で
あ
る
。
此
の
干
渉
の
程
度
は
当
座
の
不
均
衡
に
肉
ク
て
、
量
的
に
も
、
叉
質
的
に
も
決
定
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
斯
る
干
渉
の
全
部
は
決
し
て
自
己
目
的
た
る
可
き
も
の
で
は
な
く
常
に
目
的
に
対
す
る
手
段
た
り
得
る
の
み
で
あ
る
ロ
政
治
は
常
に
此
の
事
を
認
識
し
た
け
れ
ば
な
ら
怠
い
。
ま
た
外
的
強
制
に
依
ク
て
制
約
を
受
け
る
所
の
、
経
済
指
導
の
加
え
ら
る
L
一
時
的
状
態
を
理
想
的
な
る
も
の
と
誤
認
し
、
或
は
よ
り
強
度
の
指
導
に
図
っ
て
特
色
付
け
ら
る
L
計
割
経
済
的
危
経
済
政
策
を
永
久
的
な
政
策
と
し
て
欲
求
す
る
事
の
友
い
様
に
注
意
す
る
必
要
が
怠
る
。
政
治
活
動
の
経
済
外
的
た
決
定
理
由
を
考
慮
す
る
に
当
り
、
凡
て
の
破
壊
的
状
態
に
固
有
怠
る
原
因
を
看
過
し
て
は
た
ら
た
い
。
此
ω
原
肉
は
位
か
に
経
済
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
口
則
ち
政
治
は
健
全
た
新
怒
る
均
衡
状
態
に
到
達
す
る
事
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
様
左
手
段
を
採
用
し
て
は
な
ら
た
い
。
故
に
経
済
外
的
な
政
治
的
決
定
理
由
は
、
斯
る
考
慮
の
払
わ
れ
h
ね
ば
・
な
ら
な
い
限
り
に
於
て
制
約
を
受
け
る
事
に
な
る
。
故
に
如
何
な
る
範
囲
に
於
て
経
済
的
合
目
的
性
に
背
臨
し
、
従
ク
て
如
何
な
る
程
度
K
於
て
経
済
的
干
渉
は
可
能
な
り
や
を
決
、
定
す
る
事
が
、
犬
に
重
要
で
あ
る
乙
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
同
出
家
の
任
務
は
様
々
で
あ
ク
て
、
畢
覚
、
国
家
に
対
す
る
世
界
観
に
依
ク
て
定
ま
る
ロ
此
の
場
合
、
経
済
学
は
鳴
を
入
れ
得
る
も
の
で
は
も
仏
く
、
従
っ
て
経
済
理
論
は
何
等
の
価
値
判
断
を
表
示
し
符
な
い
口
歴
史
学
派
は
、
此
の
価
値
判
断
を
表
示
し
、
之
を
経
済
学
の
任
務
と
し
て
解
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
ク
て
、
此
の
点
が
歴
史
学
派
の
誤
謬
で
あ
ク
た
ロ
然
し
経
済
的
反
作
用
に
関
す
る
判
断
は
、
政
治
的
活
動
を
惹
起
せ
じ
め
る
も
の
で
あ
り
、
叉
国
家
が
共
の
目
標
の
達
成
の
為
に
利
用
す
る
所
の
経
済
手
段
の
活
動
を
も
惹
起
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
ロ
そ
し
て
此
の
判
断
を
供
す
る
事
が
経
済
学
の
任
務
で
あ
る
。
此
処
に
経
済
学
は
経
済
的
性
質
左
有
す
る
所
の
最
も
合
目
的
的
な
経
済
学
と
経
済
政
策
一
宜
経
告
と
経
済
一
六
4
T
段
を
国
家
に
対
し
て
勧
奨
し
、
、
又
経
済
外
的
な
性
質
を
有
す
る
手
段
に
於
け
る
越
え
符
な
い
限
界
を
国
家
に
対
し
て
教
示
す
る
の
権
利
と
義
務
と
を
有
す
る
も
の
と
な
る
。
既
述
の
如
く
、
到
達
せ
ん
と
ず
る
目
標
K
関
し
て
、
政
治
に
対
し
て
基
準
を
供
す
る
事
は
経
済
学
の
任
務
で
は
友
い
の
で
あ
る
が
、
又
他
方
、
何
等
か
の
種
類
の
政
治
的
活
動
に
対
し
て
学
問
的
に
積
極
的
承
認
を
与
え
る
事
も
経
済
学
の
任
務
で
は
な
い
。
若
し
政
治
が
、
政
治
的
活
動
の
目
的
設
定
に
関
し
、
経
済
従
ク
て
経
済
学
的
認
識
に
対
す
る
侵
位
性
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
‘
政
治
は
必
然
的
に
共
の
活
動
に
対
し
て
普
辺
的
責
任
を
有
す
る
事
と
友
る
訳
で
あ
る
か
ら
事
後
に
於
て
学
問
の
積
極
的
承
認
を
要
求
す
る
事
に
閃
ク
て
、
此
の
責
任
を
学
問
の
肩
に
転
按
し
よ
う
と
す
べ
き
で
は
た
い
。
斯
る
責
任
転
嫁
は
弱
者
の
な
す
卑
怯
た
行
為
で
あ
っ
て
、
強
き
国
家
指
導
の
為
す
べ
き
事
で
は
た
い
。
国
家
指
導
は
学
問
の
委
任
に
依
っ
て
行
動
の
権
利
を
獲
得
す
る
の
で
は
友
く
し
て
、
国
家
指
d
T
K
与
へ
ら
れ
た
る
政
治
的
委
任
よ
り
し
て
行
動
の
権
利
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
に
此
の
委
任
よ
り
生
宇
る
所
の
、
国
民
の
利
溢
を
故
大
に
保
障
す
る
の
義
務
よ
り
し
て
行
動
す
る
の
権
利
を
接
待
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
強
き
国
家
指
専
は
常
に
学
問
の
政
治
化
を
否
定
す
る
。
何
と
、
な
れ
ば
国
家
指
導
は
明
確
な
る
認
識
を
其
の
活
動
の
基
礎
と
し
て
保
持
し
エ
う
と
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
学
問
を
政
治
化
す
る
事
は
、
常
に
弱
者
が
学
問
的
並
に
政
治
的
見
地
を
有
し
た
い
一
帯
の
証
拠
で
あ
る
白
(
七
〉
吾
等
は
今
や
学
問
に
於
け
る
価
杭
判
断
の
意
義
を
認
識
じ
、
没
価
他
的
な
る
学
問
は
あ
り
得
な
い
事
を
確
言
し
得
る
。
何
と
な
れ
ば
経
、
済
学
研
究
の
目
標
た
る
経
済
学
的
認
識
の
実
際
に
於
け
る
帰
結
は
‘
価
値
判
断
で
た
け
れ
ば
た
ら
友
い
か
ら
で
あ
る
。
併
し
凡
て
の
学
問
に
於
け
る
と
等
し
く
、
経
済
学
に
於
て
も
、
常
に
自
己
固
有
の
領
域
に
於
け
る
価
依
判
断
に
関
係
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
政
治
的
市
対
話
の
意
義
に
於
け
る
価
依
判
断
に
関
係
す
る
の
で
は
た
い
。
只
経
済
学
は
、
政
治
が
経
済
的
見
地
上
り
し
て
越
え
得
な
い
限
界
を
明
か
に
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
か
ら
比
の
限
り
に
於
て
の
み
は
、
“
政
治
的
佐
賀
を
有
す
る
価
値
判
断
を
も
解
明
し
、
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
や
政
治
の
経
済
に
対
す
る
侵
位
、
従
っ
て
純
経
済
的
見
地
に
従
っ
て
方
向
付
け
ら
れ
た
る
経
済
理
論
に
対
す
る
仮
位
と
一
氏
ム
事
の
真
の
意
義
が
諒
解
し
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
此
の
侵
位
性
は
絶
対
的
に
適
用
せ
ら
る
L
も
の
で
は
な
く
、
現
実
の
領
域
に
於
て
、
此
の
現
実
を
最
適
度
に
利
用
す
る
の
可
能
性
に
囚
ク
て
、
相
対
的
に
適
用
せ
ら
る
t
A
も
の
で
あ
る
。
‘
故
に
政
治
の
経
済
に
対
す
る
優
位
性
は
次
の
よ
う
注
意
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
政
治
は
経
済
的
見
地
以
外
の
共
の
他
の
作
用
よ
り
も
亦
決
定
せ
ら
る
可
き
で
あ
り
、
そ
し
て
英
の
他
の
作
用
は
個
人
の
経
済
的
利
益
と
は
全
く
無
関
係
に
、
そ
し
て
経
済
的
合
目
的
性
K
逆
行
す
る
方
向
に
さ
え
、
方
向
付
け
ら
れ
得
、
叉
方
向
付
け
ら
る
可
き
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
ι外
な
ら
な
い
。
此
れ
は
特
に
経
済
的
見
地
よ
り
す
れ
ば
、
政
治
家
の
洞
察
は
、
現
在
或
は
次
年
度
の
貸
借
対
照
表
の
上
に
限
定
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
く
、
政
治
家
が
国
民
の
利
益
を
守
護
せ
ん
と
欲
す
る
限
り
、
よ
ろ
し
く
世
代
又
は
世
期
則
ち
迭
さ
将
来
を
考
う
可
き
で
あ
る
と
云
う
事
を
意
味
す
る
。
然
し
政
治
の
経
済
に
対
す
る
侵
位
と
云
う
命
題
は
、
政
治
は
経
済
に
対
し
て
経
済
の
遂
行
し
得
左
い
要
求
を
な
し
得
る
と
言
ふ
事
を
主
張
す
る
者
あ
り
と
す
れ
ば
、
其
の
人
は
自
己
が
鋸
で
切
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
木
の
枝
の
上
に
自
ら
座
し
得
る
事
を
主
張
し
よ
う
と
す
る
・
も
の
で
あ
る
と
評
せ
ざ
る
を
得
な
い
D
、
政
治
と
一
式
う
見
地
主
り
見
て
、
経
済
学
の
任
務
は
次
の
二
つ
の
方
向
に
が
、
て
考
え
ら
れ
る
D
別
ち
一
一
は
経
済
事
情
の
認
識
を
基
礎
と
し
て
、
政
治
の
決
定
し
た
る
目
椋
K
経
済
上
最
適
の
方
法
に
て
到
達
し
符
る
の
方
法
を
示
す
乙
と
、
こ
は
純
経
済
的
目
的
設
定
が
問
題
と
な
る
限
り
、
如
何
な
る
方
法
で
此
の
目
的
が
達
成
せ
ら
る
ふ
か
を
政
治
に
対
し
て
一
不
す
と
と
で
あ
る
、
そ
し
て
経
済
学
は
同
時
に
共
の
認
識
よ
り
し
て
、
政
治
に
J
対
し
て
、
・
段
損
し
得
訟
い
経
済
的
限
界
を
一
不
さ
ね
ば
な
ら
な
い
ロ
故
に
経
済
学
は
、
一
定
の
所
与
の
状
態
に
於
て
、
経
済
的
結
岡
市
が
政
治
の
到
達
せ
ん
と
す
る
所
の
も
の
に
一
致
す
る
よ
う
に
す
る
為
に
は
、
如
何
友
る
手
段
を
採
用
し
、
如
何
怠
る
手
段
を
個
、
¥
捨
て
る
べ
き
か
を
一
般
的
に
確
定
し
友
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
簡
単
に
目
的
設
定
の
理
論
的
性
格
を
考
察
せ
ん
に
、
活
じ
出
来
る
丈
最
大
の
社
会
的
生
産
物
の
到
達
が
努
力
せ
ら
る
t
A
場
合
、
目
的
設
定
は
純
経
済
的
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
若
し
社
会
的
生
産
物
共
の
も
の
で
註
く
し
て
社
会
的
生
産
物
の
配
分
が
注
目
せ
ら
る
L
時
は
、
目
的
設
定
は
純
然
た
る
経
済
的
性
質
の
も
の
で
は
な
く
し
て
‘
社
会
的
性
質
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
。
共
の
他
の
そ
メ
y
t
も
亦
目
的
設
定
を
決
定
し
符
る
白
例
へ
ば
人
口
政
策
的
モ
メ
y
t
も
亦
人
口
数
の
増
加
に
関
す
る
と
人
口
階
層
の
変
化
K
関
す
る
εを
聞
は
や
ノ
、
目
的
設
定
た
り
得
る
ロ
則
ち
目
的
設
定
の
程
類
に
従
っ
て
、
経
済
的
性
質
を
有
す
る
所
の
種
々
、
な
る
手
段
と
反
作
用
と
が
盆
じ
、
経
済
学
の
問
題
と
な
る
訳
で
あ
る
。
経
縞
学
と
経
済
政
策
ずじ
経
包
と
経
泊
Y¥ 
国
家
の
目
的
設
定
は
経
済
外
的
見
地
上
り
し
て
も
決
定
せ
ら
れ
、
そ
し
て
決
定
せ
ら
れ
ね
ば
た
ら
な
い
。
併
し
斯
る
経
済
外
的
な
目
的
設
定
は
如
何
な
る
事
情
の
下
に
於
て
も
、
非
合
理
的
に
決
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
う
か
7
此
の
問
題
に
対
し
て
解
答
せ
ん
が
為
に
は
、
共
の
時
の
目
的
設
定
を
見
る
場
合
の
立
場
を
湾
察
し
な
け
れ
ば
友
ら
な
い
。
芳
し
国
家
指
導
が
全
国
民
の
受
任
者
と
し
て
経
済
外
的
目
標
、
例
へ
ば
社
会
政
策
的
・
人
口
政
策
的
・
国
防
政
策
的
・
文
化
政
策
的
手
段
に
閃
ク
て
特
色
付
け
ら
れ
た
る
経
務
外
的
目
標
を
打
立
て
る
時
除
、
是
等
の
手
段
は
経
済
的
目
的
設
定
の
意
義
K
於
て
は
、
非
合
理
的
の
も
の
で
あ
る
。
少
く
共
個
人
の
見
地
よ
り
見
れ
ば
非
合
理
的
の
も
の
で
あ
る
。
然
し
政
治
的
考
察
方
法
の
意
義
忙
於
て
は
非
合
理
的
の
も
の
で
は
た
く
、
此
れ
が
正
し
く
取
扱
は
る
t
A
時
は
、
寧
ろ
大
に
合
理
的
な
も
の
で
あ
る
D
以
上
の
研
究
の
結
論
は
次
の
如
く
た
る
。
経
済
外
的
に
決
定
せ
ら
れ
、
特
に
世
界
観
的
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
る
政
治
の
目
標
は
、
経
済
的
「
合
目
的
性
」
に
対
し
て
俊
位
性
を
持
ク
け
れ
共
、
経
済
的
に
決
定
せ
ら
れ
た
る
「
可
能
」
又
は
「
不
可
能
」
に
対
し
て
は
優
位
性
を
持
た
ゑ
い
口
反
之
、
経
済
的
可
能
性
の
問
題
と
、
経
済
的
「
手
段
」
の
合
目
的
性
の
問
題
は
、
事
態
の
認
識
従
ク
て
経
済
学
的
認
識
の
上
に
基
礎
を
置
く
も
の
で
あ
っ
て
、
従
て
乙
れ
K
対
す
る
判
断
は
経
済
学
に
属
す
る
ロ
否
経
済
学
の
み
に
属
す
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
経
済
は
政
治
に
優
位
す
る
。
何
と
な
れ
ば
此
の
場
合
経
済
学
的
優
位
性
は
、
政
治
に
役
立
ち
、
国
民
の
為
に
政
治
の
目
標
を
擁
護
し
符
る
か
ら
で
あ
る
ロ
